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【公表番号】特表2015-526882(P2015-526882A)
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【手続補正書】
【提出日】平成28年2月1日(2016.2.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マトリクスを有する有機電子部品であって、該マトリクスが、ｐ－ドーパントとして、
第１３～１５族の主族金属錯体を含有し、ここで、該主族金属錯体が少なくとも一つの下
記構造の配位子Ｌを含有する有機電子部品。
【化１】

（式中、Ｒ１及びＲ２は、それぞれ独立に、酸素、硫黄、セレン、ＮＨ又はＮＲ４（ここ
で、Ｒ４は、アルキル及びアリールを含んでなる群から選ばれ、Ｒ３と結合していてもよ
い。）であり；Ｒ３は、アルキル、長鎖アルキル、アルコキシ、長鎖アルコキシ、シクロ
アルキル、ハロアルキル、アリール、アリーレン、ハロアリール、ヘテロアリール、ヘテ
ロアリーレン、ヘテロシクロアルキレン、ヘテロシクロアルキル、ハロヘテロアリール、
アルケニル、ハロアルケニル、アルキニル、ハロアルキニル、ケトアリール、ハロケトア
リール、ケトヘテロアリール、ケトアルキル、ハロケトアルキル、ケトアルケニル及びハ
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ロケトアルケニルを含んでなる群から選ばれ、適切な基における一つ以上の隣接していな
いＣＨ２基は、独立に、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＮＨ－、－ＮＲ０－、－ＳｉＲ０Ｒ００－、
－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＯ－Ｏ－、－ＳＯ２－、－Ｓ－ＣＯ－、－Ｃ
Ｏ－Ｓ－、－ＣＹ１＝ＣＹ２又は－Ｃ≡Ｃ－によって、酸素又は硫黄原子がお互いに直接
結合しないように、置換されていてもよく、同様に、アリール又はヘテロアリールで置換
されていてもよい（末端ＣＨ３基は、ＣＨ２－Ｈという意味で、ＣＨ２基と見做される。
）。）
【請求項２】
　前記金属が、ビスマス、スズ及びこれらの混合物を含んでなる群から選ばれる、請求項
１に記載の部品。
【請求項３】
　前記金属錯体が、ＭＬｍ（Ｍは金属、Ｌは配位子、ｍは１～１０）の構造を有しており
、ｍ＞１のとき、全ての配位子は互いに独立である、請求項１又は２に記載の部品。
【請求項４】
　Ｒ３がハロアルキル、ハロアリール及びハロヘテロアリールを含んでなる群から選ばれ
る、請求項１～３のいずれか１項に記載の部品。
【請求項５】
　Ｒ３が下記式を含んでなる群から選ばれる請求項１～４のいずれか１項に記載の部品。
【化２】

（式中、Ｙ１～Ｙ５は、それぞれ独立に、Ｃ－Ｆ、Ｃ－ＣＦ３、Ｃ－ＮＯ２、Ｃ－ＣＮ、
Ｃ－ハロゲン、Ｃ－擬ハロゲン及びＮを含んでなる群から選ばれる。）
【請求項６】
　Ｒ３が下記式を含んでなる群から選ばれる請求項１～５のいずれか１項に記載の部品。

【化３】

（式中、Ｙ１～Ｙ７は、それぞれ独立に、Ｃ－Ｆ、Ｃ－ＣＦ３、Ｃ－ＮＯ２、Ｃ－ＣＮ、
Ｃ－ハロゲン、Ｃ－擬ハロゲン及びＮを含んでなる群から選ばれる。）
【請求項７】
　Ｒ３が下記式を含んでなる群から選ばれる請求項１～６のいずれか１項に記載の部品。
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【化４】

（式中、Ｙ１～Ｙ７は、それぞれ独立に、Ｃ－Ｆ、Ｃ－ＣＦ３、Ｃ－ＮＯ２、Ｃ－ＣＮ、
Ｃ－ハロゲン、Ｃ－擬ハロゲン及びＮを含んでなる群から選ばれる。）
【請求項８】
　前記金属錯体が、非置換の、部分的にフッ素化された又はパーフルオロ化された有機カ
ルボン酸から成る群から選ばれる少なくとも一つの配位子Ｌを、含有する請求項１～７の
いずれか１項に記載の部品。
【請求項９】
　前記金属錯体が、非置換の、部分的にフッ素化された又はパーフルオロ化された酢酸か
ら成る群から選ばれる少なくとも一つの配位子Ｌを、含有する請求項１～８のいずれか１
項に記載の部品。
【請求項１０】
　少なくとも一つの下記構造の配位子Ｌを含有する金属錯体（ここで、配位子Ｌは、置換
された又は非置換の安息香酸であって、部分的にフッ素置換され又は全フッ素置換されて
おり、前記金属はビスマス、スズ及びこれらの混合物の群から選ばれる。）
【化５】

（式中、Ｒ１及びＲ２は、酸素であり、Ｒ３は、配位子Ｌが上記規定を満たすように選定
される。）
【請求項１１】
　前記金属がビスマスである請求項１０に記載の金属錯体。
【請求項１２】
　前記配位子が、２－（トリフルオロメチル）安息香酸；３，５－ジフルオロ安息香酸；
３－フルオロ―４－メチル安息香酸；３－（トリフルオロメトキシ）安息香酸；４－（ト
リフルオロメトキシ）安息香酸；４－クロロ－２，５－ジフルオロ安息香酸；２－クロロ
－４，５－ジフルオロ安息香酸；２，４，５－トリフルオロ安息香酸；２－フルオロ安息
香酸；４－フルオロ安息香酸；２，３，４－トリフルオロ安息香酸；２，３，５－トリフ
ルオロ安息香酸；２，３－ジフルオロ安息香酸；２，４－ビス（トリフルオロメチル）安
息香酸；２，４－ジフルオロ安息香酸；２，５－ジフルオロ安息香酸；２，６－ビス（ト
リフルオロメチル）安息香酸；２，６－ジフルオロ安息香酸；２－クロロ－６－フルオロ
安息香酸；２－フルオロ－４－（トリフルオロメチル）安息香酸；２－フルオロ－５－（
トリフルオロメチル）安息香酸；２－フルオロ－６－（トリフルオロメチル）安息香酸；
３，４，５－トリフルオロ安息香酸；３，４－ジフルオロ安息香酸；３，５－ビス（トリ
フルオロメチル）安息香酸；３－（トリフルオロメチル）安息香酸；３－クロロ－４－フ
ルオロ安息香酸；３－フルオロ－５－（トリフルオロメチル）安息香酸；３－フルオロ安
息香酸；４－フルオロ－２－（トリフルオロメチル）安息香酸；４－フルオロ－３－（ト
リフルオロメチル）安息香酸；５－フルオロ－２－メチル安息香酸；２－（トリフルオロ
メトキシ）安息香酸；４－（トリフルオロメチル）安息香酸；ペンタフルオロ安息香酸；
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２，３，４，５－テトラフルオロ安息香酸を含んでなる群から、選ばれる請求項１又は２
に記載の金属錯体。
【請求項１３】
　前記配位子が３，５－ビス（トリフルオロメチル）安息香酸、３－（トリフルオロメチ
ル）安息香酸、３，５－ジフルオロ安息香酸及びペンタフルオロ安息香酸を含んでなる群
から選ばれる請求項１０～１２のいずれか１項に記載の金属錯体。
【請求項１４】
　前記配位子が有機電子部品のマトリクス材料のためのｐ－ドーパントである請求項１０
～１３のいずれか１項に記載の金属錯体。
【請求項１５】
　少なくとも１つの下記構造の配位子Ｌを含有する第１３～１５族主族金属錯体の、電子
部品のマトリクス材料のためのｐ－ドーパントとしての、使用。
【化６】

（式中、Ｒ１及びＲ２は、それぞれ独立に、酸素、硫黄、セレン、ＮＨ又はＮＲ４（ここ
で、Ｒ４は、アルキル及びアリールを含んでなる群から選ばれ、Ｒ３に結合していてもよ
い。）であり；Ｒ３は、アルキル、長鎖アルキル、アルコキシ、長鎖アルコキシ、シクロ
アルキル、ハロアルキル、アリール、アリーレン、ハロアリール、ヘテロアリール、ヘテ
ロアリーレン、ヘテロシクロアルキレン、ヘテロシクロアルキル、ハロヘテロアリール、
アルケニル、ハロアルケニル、アルキニル、ハロアルキニル、ケトアリール、ハロケトア
リール、ケトヘテロアリール、ケトアルキル、ハロケトアルキル、ケトアルケニル及びハ
ロケトアルケニルを含有してなる群から選ばれ、適切な基における一つ以上の隣接してい
ないＣＨ２基は、独立に、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＮＨ－、－ＮＲ０－、－ＳｉＲ０Ｒ００－
、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＯ－Ｏ－、－ＳＯ２－、－Ｓ－ＣＯ－、－
ＣＯ－Ｓ－、－ＣＹ１＝ＣＹ２又は－Ｃ≡Ｃ－によって、酸素又は硫黄原子がお互いに直
接結合しないように、置換されていてもよく、同様に、アリール又はヘテロアリールで置
換されていてもよい（末端ＣＨ３基は、ＣＨ２－Ｈという意味で、ＣＨ２基と見做される
。）。）
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